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Ⅰ 研究主題について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

Ⅱ 研究構想 

 

 

よりよい生活を自ら創り出す子供の育成 

 今後の社会を担う子供たちには、家族・家庭生活や消費生活の変化

に加えて、グローバル化や少子高齢化の進展、持続可能な社会の構築

等、社会の急激な変化に対応できる力が求められている。一人一人が

自立し、家族や地域の人々とともに支え合い、よりよい生活を創造す

ることが必要である。生涯にわたって健康で豊かな生活を送るための

自立の基礎に必要な力として、小学校家庭科では、生活をよりよくし

ようと工夫する資質・能力の育成を目指している。 

日常生活の中から問題を見いだして課題を設定し、解決するため

に、知識・技能を身に付け、それらを活用する学習過程において、家

庭科ならではの「見方・考え方」を働かせて、思考・判断・表現する

ことが重要となる。これらは家庭生活を大切にする心情や、家庭や地

域の一員として生活をよりよくしようと工夫する実践的な態度が土台

となっている。生涯にわたって健康で豊かな生活を送るための自立の

基礎として家庭科教育の果たす役割の重要性を自覚し、家庭科におけ

る「主体的・対話的で深い学び」を実現させ、家庭科教育をさらに充

実・発展させていく必要性を感じている。そこで研究主題を「よりよ

い生活を自ら創り出す子供の育成」とした。 

 

 以下のように構想し、授業研究に取り組んだ。 

 

 

  

  

【世田谷区研究授業】 【国立市研究授業】 
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Ⅲ 研究の内容 

 

Ⅳ 研究の成果と課題 

 

＜連絡先＞ 

団体名 東京都公立小学校家庭科研究会 

代表者 

所属 文京区立青柳小学校 

職 氏名 校長 村上 律子 

連絡先 ０３－３９４７－２４７１ 

事務局 

所属 東久留米市立南町小学校 

職 氏名 校長 臼井 美佳 

連絡先 ０４２-４６１-２６６２ 

 

＊公開授業 

○令和６年９月 18 日(水)  国立市 

 第５学年「生活を支える物やお金」 

 〜Ｃ(1)「物や金銭の使い方と買物」 

(2)「環境に配慮した生活」の指導の工夫〜 

 授業者 武蔵野市立境南小学校 浅川 大毅 教諭 

講師  全国小学校家庭科教育研究会 元会長 藤原 孝子先生 

 ○令和６年 11月６日(水) 世田谷区 

 第５学年「あなたは家庭や地域の宝物」 

 ～Ａ(3)「家族や地域の人々の関わり」の指導の工夫～ 

 授業者 世田谷区立多聞小学校 福岡 聡子 主任教諭  

 講師  元東京学芸大学教職員大学教授 倉持 清美先生                                                                                                                                                                                                                  

○令和７年１月 15 日(水) 荒川区 

 第５学年「クリーン作戦で快適に」 

～Ｂ(6)「快適な住まい方」Ｃ(2)「環境に配慮した生活」 

の指導の工夫～ 

 授業者 荒川区立第二日暮里小学校 田中 健太郎 教諭 

 講師  東村山市教育委員  

元帝京大学大学院教職研究科教授 小関 禮子先生 

＊全国小学校家庭科教育研究会 全国大会 三重県大会にて地区発表 

◇江戸川区小学校教育研究会家庭科部  

 「確かな生活力を育む 

～体験から経験へ、経験から習慣へ～」 

〜Ｃ(1)「物や金銭の使い方と買物」 

の指導の工夫〜   【江戸川区研究授業】 

 

 

１ 本研究の成果 

○題材を通して重視する視点を適切に定め、目指す資質・能力を明確にして指導したこ

とで、児童が生活の営みに係る見方・考え方を働かせ、学びの質を高めることができ

た。 

○実体験を想起させるための教材や ICT 教材を工夫することで、実践的・体験的な活動

が充実し、児童は活発に学び合い、思考を広げ深める姿が見られた。 

〇３地区の授業研究会を通して、各地区における家庭科の研究を深めることができ、そ

の他の地区へ家庭科の指導について啓発することができた。 

２ 本研究の課題 

●児童の思考を支える知識（基礎・基本となる一般解など）を明確にした後に、「思考

力・判断力・表現力等」の育成に向けた活動に取り組むようにする。 

●学習評価について、評価方法を行動観察とした場合は、具体的な視点を明確にして見

取るようにする。 

●家庭科を指導する多くの教員に授業研究会や研究発表会に参加してもらい、実践内容

を還元できるようにしたい。 
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